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Randle -Hales の 2 抗体法で測定した。またインスリンの同定にはアクリルアミドゲル電気泳動(10
% Poly-acrylamide gel 、 pH8.9) を用いた。血糖は Somogyi-Nelson 法で測定した。門脈血
流量の測定は 2 素子型電締血流計を用いた。
実験 C 1 J In vitro 腸管濯流法によるインスリン腸管吸収:
(方法)麻酔下において盲腸近傍の回腸部の腸管15- 20cm を支配する動静脈にそれぞれカニューレ
を挿入、ブドウ糖100mgjdl を含む Tyrode-Dextran 液( 6 % Dextran、平均分子量50000 、 pH7 .4 ) 









実 験 CII) In vivo インスリン腸管内投与時の血糖および血清インスリンの変動:
(方法)第 1 群 胃内投与群、第 2 群十二指腸内投与群、第 3 群空腸内投与群、第 4群騨外
分泌酵素作用の影響を除外した空腸盲管 (Thiry-Vella loop) 内投与群の 4 群に胃ゾンデあるいは







実 験 CI ) In vivo インスリン腸管吸収量の測定:
(方法)麻酔下で盲腸静脈よりカテーテルを挿入、門脈肝門分校部に達せしめた後、固定する。一
方、空腸あるいは回腸に約20cmの結紫腸管を作成、それぞれの腸管内腔にインスリン 100U /m.e /kg を
投与後180分にわたり、門脈血および末梢血インスリンの変動を追跡した。インスリン吸収量は C (門
脈血インスリン増加量一末梢血インスリン増加量)x 門脈血流量〕より求めた。





1. In vitro 腸管濯流法および In vivo 腸管内投与法のいずれにおいてもインスリンはその免疫学
的および生物学的活性を保持したまま腸管より吸収され作用を発現することを立証した。




ゲ、ル電気泳動法による同定を駆使し、 In vitvo 、 In vivo でウサギ腸管内にインスリン投与後の血中
97-
インスリン動態を定性的および、定量的に検討を加えている。その結果インスリンはその免疫学的およ
び生物学的活性を保持したまま腸管より吸収され作用を発現することを実証し、併せて、吸収量と投
与量の間に有意な相関関係のあることを確認した点、ならびに本論文の結果は現在臨床的に繁用きれ
ている酵素製剤の経口投与の問題点を指摘するとともに、活性ペプチドであるインスリンの経口投与
の可能性を追求する上て\基礎的な資料を提供するもので、論文として価値あるものと考える。
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